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1.1.1.1. はじめにはじめにはじめにはじめに

　南九州には、火砕流堆積物の一種であるしらすが多量に存在する。その有効利用の方策の一つとして建設材

料、特にコンクリート用材料としての活用が考えられ、すでに著者らはしらすを細骨材および混和材として利

用したコンクリートの開発を試み、その適用性を確認している。しかし、しらすの物理・化学的性質は堆積し

た年代や火口からの距離によって異なり、それに応じた使用方法を考慮する必要があると考えられるが、これ

まで産地の違いによる比較検討はほとんど行なわれていない。そこで本研究では、産地の異なる 3 種類のし

らす細骨材を用いてモルタルの流動性に関し

て実験的検討を行なった。また、モルタルの

流動性が良好となったしらす細骨材について

は高流動コンクリートへの適用を試みた。

　　　　2.2.2.2.　しらす細骨材の物性　しらす細骨材の物性　しらす細骨材の物性　しらす細骨材の物性

　今回使用したしらすは、しらす①（鹿児島県志布志産）、しらす

②（同県垂水産）、しらす③（同県加世田産）の 3種類を使用した。

各しらすの主な物性を表－1 に示す。この表からわかるように、い

ずれのしらすも通常の川砂や砕砂に比べて、比重が小さく、吸水率

が大きく、実積率が低い。また、その産地によって物性値が異なっ

ている。図－1 に各しらすの粒度分布を示す。いずれも 75µｍ以下
の微粒分を多く含むため、土木学会で定められている細骨材におけ

る粒度分布の範囲（図－1 縦線の部分）から外れている。従ってし

らす細骨材を使用する場合はその都度予備実験を実施し、それに基

づいて所定の強度やワーカビリティーを満たす配合を決定している

のが現状である。

　　　　3.3.3.3.　しらすモルタルの流動特性　しらすモルタルの流動特性　しらすモルタルの流動特性　しらすモルタルの流動特性

本実験では、各しらすのモルタル中の容積比率（しらす容積比）

を 0.1～0.5 の範囲で 5 段階に設定し、各しらす容積比において、

水セメント容積比を変動させ、フロー試験を行なった。図－2 に一

例としてしらす①の相対フロー面積比と水固体粒子容積比の関係

のを示す 1)。しらす容積比を増加させると、同じ流動性を得るのに

必要な水固体粒子容積比が小さくなっていることがわかる。ただし、

しらす容積比 0.4 と 0.5 において流動特性の改善が認められなくな

っている。これは細骨材の増加によるかみ合わせの影響が顕著にな

ってきたことが原因と考えられる。このグラフに基づき、変形係数と拘束水

図－3 に各しらすモルタルの変形係数のグラフを示す。本実験範囲では、

容積比が大きくなるにつれ変形係数の値が小さくなっており、さらにほとん

形係数（0.11）より小さい値になっている。これは、セメントをしらすで置
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表－1各しらすの特性値

しらす③（加世田産） 2.25 4.44 16.6 1.38 45.9

しらす①（志布志産） 1.85 6.52 23.1 1.29 57.7
しらす②（垂水産） 2.13 8.27 17.5 1.55 56.3

吸水率(%)
表乾
比重 F.M 実積率(%)

75µm以下
微粒分量(%)
ふるいの呼び寸法(mm
図－1　各しらすの粒度分布
比を算出した 1)。
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していることを示している。

図－4 に各しらすモルタルの拘束水比のグラフを示す。いずれ

のしらすも拘束水比が極小値となるしらす容積比の場合が、最も

流動性の良いしらすモルタルの配合と考えられる。しらす①、し

らす②はしらす容積比 0.4、しらす③はしらす容積比 0.26 で拘

束水比が極小値となっており、しらす③は骨材のかみ合わせの影

響が、他に比べて低いしらす容積比で卓越してくることを示して

いる。これは、表－1 の実積率の値などから、しらす③は、しら

す①やしらす②と比べて粒形がかなり荒く、微粒分も少ないこ

とが原因と考えられる。次に図－4 から求めたしらすの絶対拘束

水比 1)を表－2 に示す。いずれのしらすも松枝ら１）による川砂の

絶対拘束水比 0.15 に比べ、大きな値となっている。これはしら

すが川砂に比べ粒形が荒く、微粒子を多く含むことが原因と考え

られる。ただし、しらす③は比較的川砂に近い絶対拘束水比とな

り、普通コンクリート用細骨材としては最も適当であると考えら

れる。

以上のことから、しらす③は絶対拘束水比が小さいが、骨材

のかみ合わせの影響が低いしらす容積比で顕著になるので、高流

動コンクリートのような流動性の必要なコンクリートより普通コ

ンクリートに適していると考えられる。しらす①やしらす②

については、普通コンクリートへの適用だけでなく高い流動性

を必要とする高流動コンクリートへの適用も可能であると考え

られる。なお、いずれのしらすも現在、普通コンクリート用細骨材として実施工されている。

以下ではしらす②を用いて高流動コンクリートへの適用を試みた。

4.4.4.4.しらすの高流動コンクリートへの適用しらすの高流動コンクリートへの適用しらすの高流動コンクリートへの適用しらすの高流動コンクリートへの適用

本研究ではしらす②をこのまま使用すると 3～5mm の粒径が不足し、流動性に悪影響があると考えられる

ので、「しらす」：「3～5mm 砕砂」を容積比 4：1 で混合して使用した。また、高性能ＡＥ減水剤を添加する

際にはしらすの中に含まれる 74µm 以下の微粒分を粉体として扱った。モルタルの予備実験を行ない高流動

コンクリートの配合を推定し、スランプフロー試験、Ｕ形容器を使用した間隙通過性試験を行ない、その充填

性を確認した。その配合と結果を表-3に示す。表の結果のように、十分な流動性と自己充填性を有しており、

しらす②を高流動コンクリート用細骨材および混和材として適用することが可能であることが確認できた。

なお、実積率がほぼ同等で、モルタル流動特性が同様の傾向を示したしらす①についても高流動コンクリー

トへの適用は可能であると推察される。

5.5.5.5. まとめまとめまとめまとめ

いずれのしらすも、普通コンクリート用細骨材として適用することが可能であるが、特にしらす①および

しらす②については、高流動コンクリート用細骨材および混和材として使用することが可能と考えられる。
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図－4　各しらすモルタルの拘束水比
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図－3　各しらすモルタルの変形係数

表－2　各しらすの絶対拘束水比

絶対拘束水比
しらす③

0.21
しらす①

0.33
しらす②

0.48

表－3　しらす②を細骨材として用いた高流動コンクリートの配合例と試験結果

水 セメント しらす② 3～5mm砕砂 粗骨材 高性能AE減水剤
180 514 507 151 867 15.06（粉体比2.5%) 680 11.55 310

スランプフ
ロー(mm)

500mmフロー
到達時間(s)

自己充填高
さ(mm)

単位量（kg/m
3
）
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